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阿南市椿町他（第２分割）

由岐大西線（椿坂トンネル）

事業者名

会 社 名

縮　　尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

徳島県南部総合県民局＜阿南庁舎＞

図面番号

Ｒ ２ 阿 土 　 由 岐 大 西 線 （ 椿 坂 ト ン ネ ル ）

阿 南 ・ 椿 他 　 ト ン ネ ル 修 繕 工 事 （ ２ ）

椿 坂 ト ン ネ ル
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※ 裏込め注入工の注入位置が、一部、横断目地および照明施設に近接する箇所がある。その場合は、適宜注入位置を移動すること。留意事項

坑口付近の注入は、土かぶり厚の関係から地表面に材料の流出がある場合がある。

この場合は、状況を確認後、注入を完了とすること。

注入時は、地表面の確認を行うこと。 裏込め注入工の施工方向
(道路勾配の低い方から高い方に施工)

内面補強工
注1 )設計範囲は、レーダー探査結果による覆工厚: t = 2 0 c m以下の範囲
　　に定着余裕長を確保した範囲である。
　　施工範囲は、ドリル削孔等の確認作業後に実施施工範囲を確定
　　すること。
注2 )定着余裕長は、覆工厚: t = 2 0 c m以下の範囲から5 0 c mを基本とする
　　が、横断目地をまたぐ場合は、7 0 c mを確保すること。

施工延長　Ｌ＝４２．９５ｍ
裏込め注入工（４０倍発泡ウレタンＶ＝４４５ｍ３　削工　Ｎ＝８３孔　注入　Ｎ＝８３孔
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